
〔事業目的〕 

 江戸時代初めの品川は、江戸の幕府づくりの重要な舞台であった。三代将軍徳川家

光と品川の関わりを平成 21 年度特別展「品川を愛した将軍徳川家光」を振り返りつつ

最新の研究成果から学習する。 

〔講座内容〕 

第 1回  2 月 20 日   受講者 83 名 

「徳川家光と品川－品川御殿とその周辺－」 

   講 師：松尾 美惠子（学習院女子大学教授） 

第 2回  2 月 27 日   受講者 78 名 

「徳川家光の妙国寺御成と伽藍再建」 

   講 師：冨川 武史（品川歴史館学芸員） 

第 3回  3 月 6 日   受講者 73 名 

「徳川家光創建の東海寺」 

   講 師：伊藤 克己（沢庵宗彭研究家） 

第 4回  3 月 13 日   受講者 66 名 

「将軍家光の贈り物－東海寺の寺宝－」 

   講 師：名児耶 明（五島美術館学芸部長） 

歴史講座   

「徳川家光と品川」

期  間 平成 22 年 2月 20 日～3月 13 日(毎週土曜日) 

時  間 午後 2時～午後 4時 

会 場 講堂


